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文
化
が
接
触
す
る
世
界
、
い
わ
ば
境
界
領
域
に
あ
る
エ
ミ
シ
社
会
の
姿
を
外
浜
と
い

う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
描
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
を
も
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
執

筆
者
が
述
べ
ら
れ
た
内
容
か
ら
は
そ
う
し
た
目
的
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
通
史
の
流
れ
に
沿
い
つ
つ
考
古
学
の
概
説
書
と
し
て
も
十
分
な
内
容
を

備
え
て
お
り
、
青
森
市
民
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
に
一
読
を
薦
め
た
い
書
で
あ
る
。

遺
跡
の
多
く
は
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
「
新
青
森
市
史
」
資
料
編

考
古
編
で
く
わ
し

1

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
も
あ
わ
せ
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
書

の
理
解
が
い
っ
そ
う
増
す
も
の
と
思
う
。

か
つ
て
の
「
青
森
市
史
」
全
十
五
巻
に
は
通
史
編
な
ど
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
最
終
巻
の
あ
と
が
き
に
は
、
「
市
史
編
纂
を
終

了
す
る
に
あ
た
り
、
心
残
り
の
こ
と
は
青
森
市
の
古
代
編
、
考
古
編
を
編
述
し
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
通
史
編
の
一
巻
と
し
て
原
始
～

中
世
の
歴
史
が
最
新
の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

（
Ａ
５
判
、
七
五
八
頁
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
青
森
市
史
編
集
委
員
会
、
六
九
三
〇
円
）

（
う
べ
・
の
り
や
す

八
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
副
参
事
）

『
新
編
弘
前
市
史

通
史
編

岩
木
地
区
』山

下
須
美
礼

『
新
編
弘
前
市
史

通
史
編

岩
木
地
区
』
は
、
平
成
十
八
年
二
月
に
弘
前
市
・

相
馬
村
と
の
合
併
に
よ
り
新
た
に
弘
前
市
の
一
部
と
な
っ
た
岩
木
地
区
、
す
な
わ
ち

旧
岩
木
町
域
の
歴
史
を
、
時
系
列
的
に
叙
述
し
た
一
冊
で
あ
る
。
当
初
は
旧
岩
木
町

に
お
い
て
『
岩
木
町
史
』
編
さ
ん
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
編
さ
ん

過
程
の
歳
月
に
お
い
て
平
成
の
市
町
村
合
併
の
と
き
を
迎
え
、
新
た
に
『
新
編
弘
前

市
史
』
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
巻
に
先

立
ち
、
平
成
二
十
二
年
三
月
に
は
『
新
編
弘
前
市
史

資
料
編

岩
木
地
区
』
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
旧
岩
木
町
は
、
自
治
体
と
し
て
の
実
在
は
失
っ
た
が
、
本
書
の
編

さ
ん
に
よ
り
、
歴
史
を
読
み
解
く
場
と
し
て
、
永
く
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
書
に
編
ま
れ
た
通
史
は
、
旧
岩
木
町
域
と
い
う
、
昭
和
三
十
年
か
ら
約
五
十
年
間

存
在
し
た
、
自
治
体
と
し
て
の
地
域
的
範
囲
が
、
過
去
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
歴
史

の
一
部
を
構
成
し
、
あ
る
い
は
歴
史
の
主
体
と
な
っ
て
き
た
の
か
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
。
自
治
体
と
し
て
の
地
域
区
分
が
消
滅
し
た
今
、
人
々
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し

を
展
開
し
て
き
た
世
界
な
の
か
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
未
来
を
展
望

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域
に
思
い
を
寄
せ
る
人
た
ち
が
共
通
に

思
考
す
る
場
を
、
本
書
は
提
供
す
る
意
義
を
持
つ
。

さ
て
本
書
は
、
次
の
七
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章

岩
木
の
自
然

第
二
章

原
始
・
古
代
の
岩
木



第
三
章

中
世
の
岩
木

第
四
章

近
世
の
岩
木

第
五
章

近
代
の
岩
木

第
六
章

現
代
の
岩
木

第
七
章

岩
木
と
温
泉

自
然
分
野
に
関
わ
る
事
象
が
ま
と
め
ら
れ
た
第
一
章
と
、
こ
の
地
域
の
特
質
の
一

つ
で
あ
る
温
泉
に
つ
い
て
こ
の
地
域
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
温
泉
に
つ
い
て
自
然
・

歴
史
・
民
俗
の
各
分
野
か
ら
取
り
上
げ
た
、
特
色
あ
る
第
七
章
に
挟
ま
れ
た
第
二
章

か
ら
第
六
章
は
、
原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
区
分
し
た
構
成
で

あ
る
が
、
監
修
者
の
巻
頭
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
近
現
代
史
重
視
の
方
針
が
取
ら
れ
、

紙
幅
の
多
く
は
近
代
以
降
、
平
成
十
八
年
の
合
併
ま
で
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
は
具
体
的
に
そ
の
叙
述
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

第
一
章
「
岩
木
の
自
然
」
は
、
第
一
節
「
地
形
と
地
質
の
概
観
」
、
第
二
節
「
植

物
」
、
第
三
節
「
動
物
」
の
三
節
で
構
成
さ
れ
、
津
軽
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
岩
木
山

を
中
心
と
し
た
、
岩
木
地
区
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
岩
木
山

は
標
高
一
六
二
五
メ
ー
ト
ル
の
単
独
峰
で
、
県
内
の
最
高
峰
で
あ
る
。
高
山
の
各
環

境
要
素
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
観
察
に
適
し
た
山
と
し
て
、
植
物
研

究
上
、
早
く
か
ら
多
く
の
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
神
父

フ
ォ
ー
リ
ー
は
明
治
初
年
よ
り
岩
木
山
で
の
標
本
採
集
に
携
わ
っ
た
が
、
採
集
し
た

植
物
の
中
に
は
、
長
い
間
岩
木
山
の
み
に
分
布
す
る
と
さ
れ
た
ミ
チ
ノ
ク
コ
ザ
ク
ラ

も
含
ま
れ
た
。
こ
の
ミ
チ
ノ
ク
コ
ザ
ク
ラ
は
、
岩
木
山
を
代
表
す
る
植
物
と
し
て
、

旧
岩
木
町
の
花
に
指
定
さ
れ
、
町
章
の
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
た
。
本
章
で
は
、
人
が
必

要
と
し
て
造
り
あ
げ
関
わ
り
を
続
け
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
き
た
生
態
系
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
る
。
水
路
や
た
め
池
な
ど
、
農
業
用
水
系
に
お
い
て
の
多
様
性
は
、
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
偶
然
に
も
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
存
続
は
、

今
後
我
々
が
ど
の
よ
う
に
自
然
と
関
わ
っ
て
ゆ
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
の
問
題

提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
原
始
・
古
代
の
岩
木
」
は
、
第
一
節
「
旧
石
器
時
代
」
、
第
二
節
「
縄

文
時
代
・
弥
生
時
代
」
、
第
三
節
「
古
代
」
の
三
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章

で
は
、
青
森
県
内
、
も
し
く
は
岩
木
山
ろ
く
で
の
発
掘
・
研
究
成
果
を
広
く
活
用
し
、

こ
の
地
域
の
原
始
・
古
代
を
再
生
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文

時
代
に
か
け
て
の
広
域
交
流
を
示
す
黒
曜
石
は
、
青
森
県
内
で
は
深
浦
町
六
角
沢
な

ど
が
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、
岩
木
地
区
の
中
村
川
上
流
、
孫
産
童
子
沢
に

も
黒
曜
石
の
産
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
見
・
報
告
さ
れ
た
と
の
、
近
年
の
新
し
い
研

究
成
果
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
古
墳
文
化
や
続
縄
文
文
化

に
共
通
す
る
要
素
が
諸
処
に
認
め
ら
れ
、
境
界
地
域
と
し
て
い
ず
れ
の
文
化
圏
に
も

明
確
に
属
さ
な
い
独
特
な
文
化
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

第
三
章
「
中
世
の
岩
木
」
は
、
第
一
節
「
大
浦
氏
進
出
以
前
の
鼻
和
郡
」
、
第
二

節
「
『
津
軽
独
立
』
を
め
ざ
し
て
」、
第
三
節
「
大
浦
城
と
大
浦
城
下
」
の
三
節
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
津
軽
地
域
が
鎌
倉
幕
府
の
支
配
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
で
、
岩
木

地
区
は
鼻
和
郡
の
一
部
と
な
り
、
現
青
森
県
域
の
す
べ
て
は
北
条
得
宗
領
と
な
っ
た
。

本
書
で
は
、
地
頭
代
官
職
と
し
て
土
着
し
て
い
た
安
藤
氏
の
、
惣
領
が
相
伝
す
る
所

領
を
、
「
津
軽
平
野
の
河
川
交
通
体
系
と
、
北
の
内
海
世
界
を
押
さ
え
る
重
要
地

域
」
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
「
津
軽
平
野
の
河
川
交
通
体
系
」
の

要
衝
と
は
、
鼻
和
郡
内
の
二
ヵ
所
の
所
領
を
指
す
。
安
藤
氏
の
滅
亡
の
の
ち
、
津
軽
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の
地
に
乗
り
込
ん
だ
南
部
氏
の
系
譜
を
継
ぐ
と
い
わ
れ
る
大
浦
為
信
に
つ
い
て
、
本

書
で
は
「
表
裏
仁
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
「
油
断
な
ら
な
い
人
物
」
と
の
評
価

の
一
方
で
、
領
主
と
し
て
撫
民
を
施
し
、
民
衆
も
そ
の
よ
う
な
為
信
に
従
い
戦
っ
た
、

と
い
う
別
な
一
面
を
読
み
取
り
得
る
史
料
の
存
在
も
提
示
し
て
い
る
。

第
四
章
「
近
世
の
岩
木
」
は
、
第
一
節
「
藩
政
の
成
立
と
岩
木
」
、
第
二
節
「
農

政
と
岩
木
の
村
落
」、
第
三
節
「
岩
木
を
め
ぐ
る
山
野
と
川
」、
第
四
節
「
宗
教
政
策

と
岩
木
の
寺
社
」
、
第
五
節
「
人
々
の
生
活
―
「
金
木
屋
日
記
」
に
み
る
岩
木
―
」

の
五
節
構
成
で
あ
る
。
弘
前
藩
政
に
お
い
て
、
岩
木
地
区
の
村
々
は
陸
奥
国
津
軽
郡

鼻
和
庄
駒
越
組
お
よ
び
高
杉
組
に
属
し
た
。
十
八
世
紀
に
弘
前
藩
が
担
っ
た
蝦
夷
地

警
衛
に
お
い
て
、
人
馬
の
供
給
、
郷
夫
の
動
員
等
、
民
衆
へ
の
負
担
が
増
加
し
た
状

況
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
文
化
十
年
に
起
こ
っ
た
大
規
模
な
一
揆
・

強
訴
は
、
駒
越
組
の
岩
木
地
区
の
村
々
か
ら
始
ま
り
、
周
辺
に
広
が
っ
て
い
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
天
明
飢
饉
や
農
村
の
疲
弊

を
背
景
に
、
本
来
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
松
前
・
蝦
夷
地
へ
の
出
稼
ぎ
が
黙
認
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
外
圧
に
対
応
し
た
蝦
夷
地
経
営
や
政
策
の
中
で
、
岩
木
地
区
も
ま

た
、
松
前
へ
の
労
働
供
給
地
と
し
て
の
一
端
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

第
五
章
「
近
代
の
岩
木
」
は
、
第
一
節
「
岩
木
山
の
開
拓
に
挑
ん
だ
人
た
ち
」、

第
二
節
「
岩
木
山
を
め
ぐ
る
光
景
」、
第
三
節
「
岩
木
山
神
社
」、
第
四
節
「
岩
木
村

の
戦
争
体
験
」
の
四
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
に
青
森
県
が
誕
生
す
る
と
、

岩
木
地
区
は
第
三
大
区
五
小
区
に
編
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
地
へ
の
最
初
の
変
化
と
し

て
、
元
中
津
軽
郡
長
の
笹
森
儀
助
が
士
族
中
心
に
牧
場
運
営
を
試
み
た
農
牧
社
の
設

立
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
時
期
に
農
民
に
よ
る
牧
場
会
社
組

織
が
二
社
存
在
し
た
こ
と
が
本
書
で
は
指
摘
さ
れ
、
近
代
の
開
発
を
考
え
る
上
で
農

民
達
も
新
し
い
時
代
に
対
応
し
て
結
束
し
た
意
義
は
大
き
い
と
評
価
し
て
い
る
。
本

章
で
は
、
藩
祖
津
軽
為
信
以
来
、
藩
主
家
の
厚
い
保
護
の
も
と
に
津
軽
地
域
の
守
護

神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
き
た
岩
木
山
神
社
が
、
い
か
に
神
仏
分
離
を
経
験
し
、
国

弊
小
社
へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
戦
争
の
時
代
に
入
り
、
国
家
鎮
護
に
い

か
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
も
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。

第
六
章
「
現
代
の
岩
木
」
は
、
第
一
節
「
岩
木
山
ろ
く
農
地
開
拓
」
、
第
二
節

「
三
村
合
併
と
新
岩
木
村
の
誕
生
」、
第
三
節
「
山
ろ
く
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
」、
第

四
節
「
町
制
施
行
―
移
り
ゆ
く
町
の
よ
う
す
―
」
、
第
五
節
「
岩
木
山
ろ
く
の
観
光

資
源
」
、
第
六
節
「
あ
り
が
と
う
岩
木
町
」
の
六
節
構
成
で
あ
る
。
戦
後
開
拓
か
ら

始
ま
り
、
平
成
の
大
合
併
ま
で
を
記
述
す
る
章
で
あ
る
。
戦
後
の
岩
木
地
区
は
、
戦

前
と
同
様
、
駒
越
村
・
大
浦
村
・
岩
木
村
の
三
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
集
落
対

抗
運
動
会
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
集
落
ご
と
の
連
合
体
に
よ
っ
て
村
が
形
成
さ
れ

て
い
た
。
昭
和
の
大
合
併
に
際
し
、
中
津
軽
郡
全
村
が
弘
前
市
と
合
併
し
よ
う
と
の

意
向
も
あ
っ
た
が
、
岩
木
地
区
で
は
三
村
に
よ
る
合
併
が
希
望
さ
れ
、
分
村
運
動
・

境
界
変
更
を
経
て
、
新
「
岩
木
村
」
が
誕
生
し
た
。
そ
の
際
、
旧
村
の
公
文
書
の
類

が
大
部
分
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
三
村
時
代
の
歴
史
を
振
り
返
る
上
で
大
き
な
痛
手
と

な
っ
て
お
り
、
同
じ
く
合
併
を
体
験
す
る
地
域
で
、
同
じ
問
題
が
繰
り
返
さ
れ
な
い

よ
う
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
一
方
そ
の
損
失
を
補
う
も
の
と
し
て
、
町
会
所
蔵

資
料
を
位
置
づ
け
た
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
。
昭
和
三
十
六
年
に
町
制
施
行
し
岩

木
町
と
な
っ
た
岩
木
地
区
は
、
平
成
に
入
り
新
た
な
合
併
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
に

な
る
。
数
々
の
協
議
を
重
ね
、
平
成
十
八
年
二
月
、
岩
木
町
は
弘
前
市
・
相
馬
村
と

合
併
、
新
し
く
弘
前
市
と
な
っ
た
。

第
七
章
「
岩
木
と
温
泉
」
は
、
第
一
節
「
温
泉
と
は
」
、
第
二
節
「
岩
木
地
区
の
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温
泉
」、
第
三
節
「
江
戸
時
代
の
湯
治
」、
第
四
節
「
観
光
と
開
発
の
目
玉
と
な
っ
た

山
ろ
く
の
温
泉
」
、
第
五
節
「
湯
治
場
と
し
て
の
温
泉
」
の
五
節
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
岩
木
地
区
に
は
五
十
八
の
源
泉
が
あ
り
、
嶽
、
湯
段
、
百
沢
、
三
本
柳
の
四
つ

の
温
泉
が
分
布
し
て
い
る
。
嶽
温
泉
や
湯
段
温
泉
が
、
江
戸
時
代
か
ら
藩
士
や
民
衆

の
湯
治
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
す
と
と
も
に
、
近
年
に
お
い
て
も
農
家
の

人
た
ち
の
湯
治
場
と
し
て
重
宝
さ
れ
楽
し
ま
れ
て
き
た
よ
う
す
が
様
々
な
資
料
を
用

い
て
描
か
れ
て
い
る
。
「
金
木
屋
日
記
」
で
は
幕
末
の
民
衆
の
湯
治
の
よ
う
す
が
、

小
山
内
釣
月
「
明
治
三
十
年
七
月
湯
段
温
泉
入
浴
日
記
」
で
は
明
治
期
の
湯
段
温
泉

の
状
況
、
さ
ら
に
は
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
近
年
の
湯
治
の
よ
う
す
が
紹
介
さ
れ
、

連
綿
と
続
く
湯
治
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

本
書
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
コ
ラ
ム
欄
の
存
在
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

「
Ⅰ
雪
形
」「
Ⅱ
奇
跡
的
に
拾
わ
れ
た
土
偶
」「
Ⅲ
『
弘
前
藩
史
』
の
編
さ
ん
―
「
東

日
流
記
」
の
成
立
―
」
「
Ⅳ
岩
木
地
区
の
絵
馬
」
「
Ⅴ
弘
前
中
学
校
の
嶽
ス
ト
ラ
イ

キ
」
「
Ⅵ
お
山
参
詣
の
歴
史
―
近
世
か
ら
現
代
ま
で
―
」
「
Ⅶ
終
戦
と
敗
戦
」
「
Ⅷ
町

会
（
町
内
会
）
所
蔵
資
料
の
歴
史
的
価
値
」
「
Ⅸ
百
沢
土
石
流
災
害
」
と
い
う
興
味

深
い
タ
イ
ト
ル
が
な
ら
び
、
一
つ
ず
つ
の
話
題
と
し
て
拾
い
読
み
す
る
こ
と
も
で
き
、

本
文
を
読
む
に
あ
た
っ
て
の
導
入
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

本
書
の
構
成
に
あ
え
て
注
文
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
す
る
と
、
岩
木
地
区
周

辺
の
地
理
に
そ
れ
ほ
ど
馴
染
み
の
な
い
筆
者
の
よ
う
な
読
者
に
と
っ
て
は
、
付
図
と

は
別
に
、
本
書
内
に
周
辺
地
域
も
含
め
た
対
象
地
域
図
を
入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
、

地
名
や
地
域
間
関
係
を
一
回
ず
つ
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
理
解
が
し
や
す
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
書
を
一
読
し
、
最
も
強
烈
に
感
じ
た
の
は
、
編
集
委
員
長
が
「
編
集
を
終
え

て
」
で
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
岩
木
山
」
の
存
在
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ど
の
時

代
、
ど
の
分
野
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
、
そ
の
背
景
に
は
す
べ
て
「
岩
木
山
」
の
存

在
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
生
業
や
暮
ら
し
や
文
化
が
、
常
に

「
岩
木
山
」
と
の
関
わ
り
の
中
で
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
本
書
が

「
岩
木
山
を
仰
ぐ
」
地
域
を
、
一
つ
の
歴
史
を
物
語
り
得
る
世
界
と
し
て
描
き
き
っ

た
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。
本
書
に
は
、
と
き
に
は
支
配
・
行
政
区
画
を
飛
び
越
え
、

ま
た
と
き
に
は
よ
り
小
さ
な
単
位
で
紡
が
れ
た
歴
史
的
事
象
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
主
体
の
す
べ
て
の
目
に
は
岩
木
山
が
映
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
歴
史
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
風
景
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

自
治
体
史
の
寄
る
辺
で
あ
る
自
治
体
そ
の
も
の
が
喪
失
す
る
中
で
編
さ
ん
さ
れ
た
本

書
が
、
「
岩
木
山
」
と
い
う
視
点
を
提
示
す
る
の
は
、
こ
の
の
ち
岩
木
地
区
に
暮
ら

す
人
々
、
ま
た
岩
木
地
区
に
思
い
を
寄
せ
る
人
々
が
、
地
域
か
ら
歴
史
を
考
え
る
に

際
し
て
の
、
道
し
る
べ
と
し
て
の
意
義
を
含
む
と
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
。

前
年
の
『
新
編
弘
前
市
史

資
料
編

岩
木
地
区
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
、
末
永
洋

一
氏
は
「
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
拠
り
所
と
な
る
「
通
史
」
出
版
へ
の
期
待

を
表
し
て
い
る
が
（
『
国
史
研
究
』
第
一
二
九
号
）、
ま
さ
に
本
書
は
、
そ
の
期
待
に

十
分
応
え
る
一
冊
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
Ａ
４
判
、
価
格
三
二
〇
〇
円
（
税
込
）、
弘
前
市
、
二
〇
一
一
年
三
月
刊
）

（
や
ま
し
た
・
す
み
れ

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
）




